
 
 

 

平成１８年度採択分    
平成２１年 ４月１７日現在 

 
 
 
 
 
 
 
研究の概要 
東アジア－北西太平洋域を例に、アジア・モンスーンの変動とそれに伴う偏西風蛇行モー
ドの変化が、ダンスガード－オシュガー・サイクルに象徴される急激な気候変動の増幅、
伝播にどの様に拘っていたか、間氷期にも同様なメカニズムが存在したかの検証を通じて、
間氷期における現在より温暖な気候モードの存在とその実態および制御要因を解明する。 
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１．研究開始当初の背景： 
 氷床コア記録は、過去の気候が数百～数
千年周期で複数の気候モード間のジャンプ
を繰り返した事、間氷期にはより温暖なモ
ードとより寒冷なモードの間で変動した可
能性がある事を示した。これは現在の気候
が必ずしも安定でなく、地球温暖化に応答
してモードジャンプが起こる可能性を示し
ている。従って、近未来の気候変動に備え
るには、今より温暖なモードの状態や、移
行過程、速度を知る事が重要である。 
２．研究の目的： 
1) 東アジア－北西太平洋域を例に、アジ
ア・モンスーンの変動と偏西風蛇行モード
の変化が、ダンスガード－オシュガー・サ
イクルと呼ばれる急激な気候変動の増幅、
伝播にどう拘っていたかを解明する。 
2) 間氷期に現在より温暖な気候モードが
存在したか、氷期と同様なメカニズムでの
急激な気候変動が起こりうるかを検証し、
間氷期におけるより温暖な気候モードの実
態、制御・維持要因を解明する。 
３．研究の方法 
1) 北西太平洋および縁海域の堆積物コア
を採取し、それに含まれる有孔虫殻の 14C
を測定する事で堆積物の年代を推定する。 
2) 有孔虫殻のδ18O, δ13C, Mg/Ca 比やアル
ケノン（有機分子）の 2 重結合数などの測
定から表層古水温、古塩分を推定する。 
3) 堆積物中の風成塵の鉱物・化学組成から
運搬経路を推定する。 
4) 微化石群衆組成から、表層、深層環境を
推定する。 

４．これまでの成果： 
本研究には、6 つの個別課題があり、各々

に関して成果が出つつあるが、ここでは、ハ
イライトとして、以下に 2 つの成果を示す。 
1) 東アジア夏季モンスーン強度の変動は、こ
れまでも鍾乳石のδ18O の記録などから復元
が試みられてきたが、地域的差が大きく、知
見として確立していなかった。本研究では、
南中国の広い範囲に集水域を持つ揚子江の河
川流出量に着目し、東シナ海北部から得られ
たコアについて、退氷期(1.9 万年前）以降、
90 年以内の時間解像度で表層古水温、古塩分
を分析する事により、揚子江の流出量変動復
元を試みた。そして、後氷期の表層古水温、
古塩分が、1000～2000 年の周期、最大 4℃、 

 
図１(a),(b) 2 つの異なる方法で復元した東シナ海表層塩
分変動（本研究）、(c)鍾乳石の同位体比差に基づく夏季モ
ンスーン強度変動、(d)黒潮の強度変動、(e)北大西洋の IRD
イベント。灰色線は、夏季モンスーン弱化イベントを示す。
Kubota et al. （投稿準備中） 
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5permi の振幅で変動し、東アジア夏季モン
スーン強度の低下を示す高水温、高塩分イ
ベントが、北大西洋の寒冷イベントと一致
する事が明らかにした（図 1）。これは、後
氷期においても北大西洋高緯度域の気候と
アジア・モンスーンが連動していた事を意
味する。また、東アジア夏季モンスーン強
度低下が黒潮の弱化イベントとも同調して
いる事も明らかにした。 
2) 日本海半遠洋堆積物のシルト画分は、大
陸の乾燥域から飛来した風成塵からなる。
その供給源および輸送経路は主に 2 つあり、
１つはタクラマカン砂漠からの偏西風ジェ
ット、もう１つはモンゴルゴビ砂漠からの
冬季モンスーン風による運搬である。タク
ラマカン砂漠起源の石英とゴビ砂漠起源の
石英は、ESR 信号強度で見分けられる。日
本海中部と南部のコアの退氷期から後氷期
について、シルト画分中の石英の ESR 信号
強度の時代変動を復元してその差を取った
（図２）。ESR の南北差は、偏西風軸の位置
を反映し、差が小さいほど偏西風軸は北へ
シフトしていると考えられる。復元結果に
よると、偏西風軸は 1000～2000 年周期で南
北振動し、特に後氷期においては、6500 年
前の例外を除いて、偏西風軸が北上した時
期と 1)で示した東アジア夏季モンスーン
が強まった時期が一致する事が明らかにな
った。これは、夏季における偏西風軸の位
置が夏季モンスーンフロントの位置を規定
している事を示唆しており、東アジア夏季
モンスーン変動と北大西洋の気候変動が偏
西風経路の変動を通じてリンクしている可
能性を示唆する。また、orbital scale で
の偏西風軸位置の変動については、日本海
南部地点において、過去 15 万年間について
石英の ESR 信号強度を測定し、夏季モンス
ーン強度と同様に北半球中～高緯度の夏の
日射量変動に同調するように変動していた
可能性が示唆された(Nagashima et al., 
2007)。 

Nagashima et al. (投稿準備中) 

５．今後の計画 
今後、個別の具体的研究課題について、残さ

れた試料の分析を継続するとともに、得られ
た結果を比較、検討する事により、偏西風－
東アジア夏季モンスーン－揚子江、アムール
川－縁海海洋環境（海氷、ポリニア）－中～
深層水循環のリンケージをより具体的に明ら
かにし、急激な気候変動の増幅、伝播メカニ
ズムを解明してゆく予定である。 
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